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第3章  

3．1．データ収集について   

3．1．1．一般原価調査  

（1）調査結果が回収されるまでに要した日数  

調査結果が回収されるまでに要した目数は、図表3－1であった。日数は、病院  

説明会から調査班のデータ受領日までの期間であり、休日を含んだものである。ま  

た、データ収集は各調査項目とも、平成18年12月22日から同時に開始した。  

図表3－1調査結果が回収されるまでに要した日数（一般原価調査） （単位：日）  

No   調査項目  
病院  

平均  
A  B  C  D  E  F  G  H  

ロ  収支計算ファイル  39  26  40  42  42  32  36  40  37   

2  レセプト・データ  19  

もしくはE、F、  
Gファイル   外来  33  33  25  14  32  13    19  24   

3  医師勤務に関する調査  43  40  41  29  42  32  36  42  38   

4  手術、検査、画像診断の    9  6  

実施場所に関する調査  
6    12  8   

（注）「手術、検査、画像診断の実施場所に関する調査」については、調査シート送付目から当該シート受  

領までの期間。   

（2）調査票の収集について  

調査票の収集時に、個々の病院からの照会等により、以下の情報が得られた。   

（ア）収支計算ファイル   

（D施設全体収支データ  

医業収益について、入院料収益、入院診療収益について、分けて計上している  

病院は、8病院中4病院であった。また、医業外収支については、すべての病院  

よりデータを収集することができた。   

②部門設定  

「地域連携」を、補助・管理部門として捉えていた病院があった。  

救急外来は処置後、入院部門のいずれかの科に振り分けをする部門と位置づけ  

られるので、中央診療部門に登録した。   

③直接計上情報  

一部の調査対象病院では、収益の一次計上において、Eファイルをもとに部門  

別に計上した。この場合、転棟ケースのため、正確に計上できない場合があった。   

（彰基礎情報  

外来における給食食数の把握にあたり、透析を目的とした外来通院者の給食食  

数を調査票に記載した。  
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（イ）レセプト・データもしくはE、F、Gファイル  

レセプト・データもしくはE、F、Gファイルを収集した。病院別の収集データ  

は図表3－2のとおりであった。  

図表3－2 病院ごとの収集データ一覧  

データ種類  
ro   病院  

入院   外来   
備考  

口  A病院   E、F、G   レセプト・データ  

2  B病院   E、F、G   レセプト・データ  

3  C病院  レセプト・データ  レセプト・データ  

4  D病院  レセプト・データ  レセプト・データ  

5  E病院   E、F   レセプト・データ  Gファイルは収集せず   

6  F病院   E、F、G   E、F、G  
7  G病院  レセプト・データ  レセプト・データ  

8  H病院  E、F、様式5  E、F、様式5  様式5はGファイルの代替   

（注1）A病院、B病院、およびE病院は、外来のE、Fファイルの代替として、レセプト・データを用  
いた。  

（注2）E、F、Gファイルを収集したが、収集されたファイルの記録状況を確認後、診療行為の実施状  

況は診療明細情報であるEファイルを用いて把握し、Fファイルは実施場所等の参考情報を得るた  
．めにのみ利用した。   

（ウ）医師勤務に関する調査  

各調査協力病院の調査方法は図表3－3のとおりであった。  

図表3－3 調査協力病院ごとの調査方法  

医師勤務に関する調査  
No  病院名 

方法1   方法2   方法3   

ロ  A病院  ○   

2  B病院  ○   

3  C病院   （⊃   ○   ○   

4  D病院  ○   

5  E病院  ○   

6  F病院  ○   

7  G病院   ○  

8  H病院  ○   

（ェ）手術、検査、画像診断の実施場所に関する調査  

特になし  
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3．1．1．2．特殊原価調査  

（1）調査結果が回収されるまでに要した日数  

調査結果が回収されるまでに要した日数は、図表3－4のとおりであった。だだ  

し、日数は、病院説明会から調査班のデータ受領日までの期間であり、休日を含ん   

だものである。なお、データ収集は平成18年12月22日から開始した。  

図表3－4 調査結果が回収されるまでに要した日数（特殊原価調査）（単位：日）  

No   調査項目   
病院  

平均  
A   E   

ロ  設備関係費等価係数の作成のため調査   48   61   55   55   

2  給与費、材料費等価係数の作成のための調査   22  22   

（2）調査票の収集について  

（ア）病院個別の収集方法について  

各病院の保有する設備関係費データを事前に入手し、各病院の実態に即した調査   

シートを作成し、データを収集した。   

（イ）データの収集件数について  

特殊原価調査にて収集したデータを基に作成できた等価係数件数は、診療報酬点   

数表部別に図表3－5となった。  

設備関係費の等価係数作成実績件数は、手術で110件、検査（院内）で34件、   

画像診断で10件であった。  

図表3－5 診療報酬点数表部別等価係数作成実績表  

診療報酬点数表  等価係数作成実績件数   

部   区分種類数（全数）   給与費   材料費   設備関係費   

手術   
964種類  413種類 （409種類）   

357種類  
110種類   

（352種類）  

検査（院内）   
146種類  97種類  

194種類   （138種類）  （97種類）   
34種類   

検査（院外）   27種類   
24種類  

（24種類）   

画像診断   13種類  
16種類  

（13種類）   

10種類  

（10種類）   
10種類   

（注）給与費の等価係数および材料費の等価係数は、平成16年度調査研究における実績（カツコ内に記  

載）を含めて表示  
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個別の病院ごとに作成できた診療報酬点数表区分の種類数は図表3－6のとおり  

であった。図表中、「ア」から「シ」は、平成16年度調査協力病院を表す。   

ただし、平成16年度でのり、エ、オ、キ、サ病院は、それぞれ、平成17年度調   

査研究のC、D、E、G、I病院である。  

図表3－6 個別の病院ごとに等価係数を作成できた診療報酬点数表区分の種類数（手術）  
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図表3－7 個別の病院ごとに等価係数を作成できた診療報酬点数表区分の種類数（検査）  
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図表3－8 個別の病院ごとに等価係数を作成できた診療報酬点数表区分の種類数（画像診断）  
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また、収集できた病院数を診療報酬点数区分別にみると、図表3－9、図表3－10、  

図表3－11のとおりであった。  

図表3－9 データを収集できた病院数と診療報酬点数表区分の種類数  

（手術）  
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図表3－10 データを収集できた病院数と診療報酬点数表区分の種類数  
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図表3－11データを収集できた病院数と診療報酬点数表区分の種類数  

（画像診断）  
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3．2．集計結果   

3．2．1．部門別収支計算結果  

3．2．1．1．病院別の収支計算結果（入院、外来、中央診療、補助・管理の各部門別）  

病院別の収支計算結果を、入院、外来、中央診療、補助・管理の各部門別に集計  

した。  

三次配賦武において、手術、検査および画像診断の各部署に計上されていた医業収  

益、費用は当該病院で作成した等価係数を使用し原価計算を行った。  

ただし、平成16年度調査研究および平成17年度調査研究において特殊原価調査  

を実施しなかった病院については、特殊原価調査より導出された標準的等価係数を  

使用し、導出した。  

なお、設備関係費に関する標準的等価係数を用いた配賦は、「第4章 考察」を  
参照のこと。   

病院ごとの収支計算の三次配賦は、特殊原価調査を実施しない病院については、  

標準的等価係数を用いて計算した。   

病院ごとに使用した等価係数の種類は、図表3－12のとおりであった。   

ただし、標準的等価係数は、設備関係費の等価係数を含まない。   

設備関係費の等価係数を用いた計算および標準的等価係数を用いた収支計算の  

考察は、「第4章 考察」を参照のこと。  

図表3－12 病院ごとの収支計算に使用した等価係数の種類  

収支計算に使用した等価係数の種類  

No  病院名      病院独自の等価係数  標準的等価係数   

口  A病院   ○  

2  B病院  ○   

3  C病院   ○  

4  D病院   ○  

6  E病院   ○  

7  F病院  ○   

8  G病院   ○  

9  H病院  ○   
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3．2．1．2．医業収支における一次計上および二次配賦結果について  

病院ごとに、入院、外来、中央診療、補助・管理部門別の収益および費用の比率  

を算出した。  

なお、各病院の病床数は、図表3－13のとおりである。ただし、Ⅰ病院は特殊原  

価調査のみを実施したため、結果は記載しない。  

図表3－13 調査協力病院ごとの病床数  

病院名  病床数   

A病院  160   
B病院   160   

C柄院   199   

D病院   274   

E病院   304   

F病院   329   

G病院   360   

H病院   1188   

Ⅰ病院   465   

（1）一次計上結果  

（ア）医業収益合計  

医業収益を病院別にみると、入院部門の比率が最も大きい病院はH病院で、全体   

の58．3％を占めた。外来部門ではB病院の比率が最も大きく15．4％であった。中   

央診療部門ではE病院が最も大きく68．3％であった。  

ただし、D病院、E病院およびF病院の入院料収益は、まとめて入院診療収益に   

計上された。  

図表3－14 一次計上結果（医業収益合計）  
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（イ）医業費用合計  

医業費用合計の構成比を病院別にみると、入院部門の比率が最も大きいのはG病  

院で、全体の43．9％を占めた。   

外来部門では、A病院の比率が最も大きく20．5％であった。   

中央診療部門ではF病院が最も大きく 41．0％、補助・管理部門ではH病院が最   

も大きく12．0％であった。  

図表3－15 一次計上結果（医業費用合計）  
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（D給与費   

給与費を病院別にみると、入院部門の比率が大きいのはH病院で、全体の49．9％  

を占めた。   

外来部門では、A病院の比率が大きく21．8％であった。   

中央診療部門ではF病院が最も大きく、37．9％であった。   

補助・管理部門ではC病院が最も大きく12．9％であった。  

図表3－16 一次計上結果（医業費用・給与費）  
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②材料費   

材料費を病院別にみると、入院部門の比率が最も大きいのはD病院で、全体の  

53．2％を占めた。   

外来部門では、B病院の比率が最も大きく36．8％であった。   

中央診療部門ではH病院が最も大きく72．3％、補助・管理部門はいずれの病院も  

ゼロであった。  

図表3－17 一次計上結果（医業費用・材料費）  
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③経費   

経費を病院別にみると、入院部門の比率が最も大きい病院は、F病院で、全体の  

66．3％であった。   

外来部門では、D病院が最も大きく11．8％であった。   

中央診療部門では、A病院が最も大きく38．7％であった。   

補助・管理部門ではH病院が最も大きく31．3％であった。  

図表3－18 一次計上結果（医業貴用・経費）  
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④設備関係費   

設備関係費を病院別にみると、入院部門が最も大きい病院はF病院で、全体の  

58．0％であった。   

外来部門が最も大きい病院はC病院で、10．9％であった。   

中央診療部門が最も大きい病院はD病院で、62．9％であった。   

補助・管理部門ではH病院が最も大きく、29．4％であった。  

図表3－19 一次計上結果（医業費用・設備関係費）  
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（ウ）医業利益  

医業収益合計を100としたときの各病院の医業利益率は、－2．6％～15．5％となっ  

ており、その部門別内訳は下記のとおりであった。  

図表3－20 一次計上結果（医業利益）  

A病院 B病院 C病院 D病院 E病院 F病院 G病院 H病院  

白人院部門口外東部門口中央診療部門口補助・管理部門▲収支差額  
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（2）二次配貝武結果  

（ア）医業収益合計  

医業収益の二次配賦結果は、一次計上の結果（（1）（ア））と同じである。  

図表3－21二次配賦結果（医業収益）（再掲）  
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第3章  

（イ）医業費用合計  

医業費用合計の構成比を病院別にみると、入院部門の比率が最も大きいのはG病  

院で、全体の47．2％を占めた。   

外来部門では、A病院およびB病院の比率が最も大きく23．4％であった。   

中央診療部門ではH病院が最も大きく43．3％であった。  

図表3－22 ニ次配賦結果（医業費用合計）  
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①給与費   

給与費を病院別にみると、入院部門の比率が大きいのは、H病院で、全体の56．1％  

を占めた。   

外来部門では、A病院の比率が大きく25．0％であった。   

中央診療部門ではF病院が最も大きく、38．6％であった。  

図表3－23 二次計上結果（医業費用・給与費）  
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箋3章  

②材料費   

材料費を病院別にみると、入院部門の比率が大きいのは、D病院で、全体の53．2％  

を占めた。   

外来部門では、B病院の比率が大きく36．8％であった。   

中央診療部門ではH病院が最も大きく、72．3％であった。  

図表3－24 二次計上結果（医業費用・材料責）  
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③経費   

経費を病院別にみると、入院部門の比率が大きいのはF病院で、全体の70．9％を  

占めた。   

外来部門では、D病院の比率が大きく17．6％であった。   

中央診療部門ではA病院が最も大きく、40．3％であった。  

図表3－25 二次計上結果（医業費用・経費）  
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第3章  

④設備関係費   

設備関係費を病院別にみると、入院部門の比率が大きいのはH病院で、全体の  

60．1％を占めた。   

外来部門では、C病院の比率が大きく12．8％であった。   

中央診療部門ではD病院が最も大きく、63．1％であった。  

図表3－26 二次計上結果（医業費用・設備関係費）  
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第3葦  

（ウ）医業利益   

二次配賦の結果から得られた各部門の医業収支へ寄与状況は図表3－27のとおり  

であった。  

図表3－27 二次配賦結果（医業利益）  

A病院 B病院 C病院 D病院 E病院 F病院 G病院 H病院  

取入院部門 口外乗部門 口中央診療部門 ▲収支差捜  
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第3章  

3．2．1．3．医業収支および医業外収支における一次計上および二次配賦結果（参  

考）  

（1）一次計上結果  

（ア）医業収益および医業外収益合計  

医業収益および医業外収益合計を病院別にみると、入院部門の比率が最も大きい  

病院はH病院で、全体の57．6％を占めた。  

外来部門ではB病院の比率が最も大きく15．3％であった。  

中央診療部門ではE病院が最も大きく67．1％であった。  

医業外収益のみが計上される補助・管理部門では、D病院の比率が最も大きく  

2．7％であった。  

図表3－28 一次計上結果（医業収益および医業外収益合計）  
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第3章  

（イ）医業費用および医業外費用合計  

医業費用および医業外費用合計の構成比を病院別にみると、入院部門の比率が最  

も大きい病院はG病院で、全体の43．8％であった。   

外来部門では、A病院の比率が最も大きく20．5％であった。   

中央診療部門ではH病院が最も大きく 40．7％、補助・管理部門ではC病院が最   

も大きく13．1％であった。  

図表3－29 一次計上結果（医業費用および医業外合計）  
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（2）ニ次配賦結果  

（．ア）医業収益および医業外収益合計  

医業収益および医業外収益合計を病院別にみると、入院部門の比率が最も大きい   

病院はH病院で、全体の58．4％を占めた。  

外来部門ではB病院の比率が最も大きく、15．3％であった。  

中央診療部門ではE病院が最も大きく、67．7％であった。  

図表3－30 二次配賦結果（医業収益および医業外収益合計）  
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第3章  

（イ）医業費用および医業外費用合計  

医業費用および医業外費用合計の構成比を病院別にみると、入院部門の比率が最  

も高いのはG病院で、全体の47．2％を占めた。外来部門では、A病院の比率が最  

も高く23．4％であった。中央診療部門ではH病院が最も大きく43．2％であった。  

図表3－31ニ次配賦結果（医業費用および医業外費用合計）  
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（ウ）医業利益および医業外利益  

三次配賦の結果から得られた各部門の医業収支へ寄与状況は図表3－32のとおり  

であった。  

図表3－32 二次配賦結果（医業利益および医業外利益）  

A病院 B病院 C病院 D病院 E病院 F病院 G病院 H病院  

8入院部門 口外来部門 口中央診療部門 ▲収支差騒  
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第3章  

3．2．1．4．三次配貝武結果  

三次配賦結果について、医業および医業外についてそれぞれ、内科系、外科系別  

に、患者1人1日当たりの収益と費用をみた。  

ただし、内科系は「医療施設静態調査」病院栗におけるグループⅠ、外科系はグ   

／レープⅡに沿ったものとした。  

（1）医業収支  

（ア）入院部門   

①内科系  

入院部門の内科系における各診療科lの患者1人1日当たりの医業収益と医業費   

用をみると、図表3－33のとおりであった。  

図表3－33 内科系三次配賦結果（患者1人1日当たり入院部門・医業費用／医業収益）  
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但し、アルファベットは、病院名を表す。  

l本分析では、内科、小児科を例にとりグラフ化した。  
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第3章   

②外科系   

入院部門の外科系における各診療科2の患者1人1日当たりの医業収益と医業費  

用をみると、図表3－34のとおりであった。  

図表3－34 外科系三次配賦結果（患者1人1日当たり入院部門・医業費用／医業収益）  
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但し、アルファベットは、病院名を表す。  

2本分析では、外科、整形外科、脳神経外科、ひ尿器科を例にとりグラフ化した。  
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第3章  

（イ）外来部門   

①内科系   

外来部門の内科系における各診療科3の患者1人1日当たりの医業収益と医業費  

用を診療科別にみると、多くの病院において小児科は赤字、内科は黒字であった。   

また、内科では、小児科と比べてばらつきがみられた。   

図表3－35 内科系三次配賦結果（患者1人1日当たり外来部門■医業費用／医業収益）  
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但し、アルファベットは、病院名を表す。  

ニー本分析では、内科、小児科を例にとりグラフ化した。  
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第3章   

②外科系   

外来部門の外科系における各診療科4の患者1人1日当たりの医業収益と医業費  

用をみると、赤字の診療科が多い。  

図表3－36 外科系三次配賦結果（患者1人1日当たり外来部門・医業費用／医業収益）  
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但し、アルファベットは、病院名を表す。  

4本分析では、外科、整形外科、脳神経外科、ひ尿器科を例にとりグラフ化した。  
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第3章  

（tH 入院部門・外来部門を合わせた結果（参考）  

病院全体について、診療科別収支計算を病院ごとに行った。  

①内科系   

内科系診療科の結果は、図表3－37のとおりであった。   

小児科は、A病院を除き、赤字であった。   

ただし、B病院およびE病院における小児科は外来部門のみであった。  

図表3－37内科系三次配賦結果（患者1人1日当たり医業費用／医業収益）   
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但し、アルファベットは、病院名を表す。  
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第3章  

②外科系  

外科系診療科の結果は、図表3－38のとおりであった。  

ただし、D病院の外科は外来部門のみであった。  

図表3－38外科系三次配賦結果（患者1人1日当たり医業費用／医業収益）  
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第3章  

（2こ）医業収支および医業外収支（参考）  

（ア）入院部門  

（∋内科系   

入院部門の内科系における各診療科5の患者1人1日当たりの医業収益と医業費  

用をみると、図表3－39のとおりであった。  

図表3－39 内科系三次配賦結果  

（患者1人1日当たり入院部門・（医業費用および医業外費用）／（医業収益および医業外収益））  
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但し、アルファベットは、病院名を表す。  

5本分析では、内科、小児科を例にとりグラフ化した。  
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第3章   

②外科系  

入院部門の外科系における各診療科6の患者1人1日当たりの医業収益と医業費   

用をみると、図表3－40のとおりであった。  

図表3－40 外科系三次配賦結果  

（患者1人1日当たり入院部門・（医業費用および医業外費用）／（医業収益および医業外収益））  
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但し、アルファベットは、病院名を表す。  

6本分析では、外科、整形外科、脳神経外科、ひ尿器科を例にとりグラフ化した。  
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（イ）外来部門   

①内科系   

外来部門の内科系における各診療科7の患者1人1日当たりの医業および医業外  

収益と、医業および医業外費用を診療科別にみると、小児科は赤字、内科は1病院  

を除いて黒字であった。   

また、内科では、′ト児科と比べてばらつきがみられた。  

図表3－41内科系三次配賦結果  

（患者1人1日当たり外来部門t（医業費用および医業外費用）／（医業収益および医業外収益））  
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医業収益および医業外収益（円）  

但し、アルファベットは、病院名を表す。  

7本分析では、内科、小児科を例にとりグラフ化した。  
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第3章   

②外科系  

外来部門の外科系における各診療科8の患者1人1日当たりの医業収益と医業費   

用をみると、赤字の診療科が多い。  

図表3－42 外科系三次配賦結果  

く患者1人1日当たり外来部門・（医業費用および医業外費用）／（医業収益および医業外収益））  
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但し、アルファベットは、病院名を表す。  

8本分析では、外科、整形外科、脳神経外科、ひ尿器科を例にとりグラフ化した。  
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（ウ）入院部門・外来部門を合わせた結果（参考）  

病院全体について、診療科別収支計算を柄院ごとに行った。  

①内科系   

内科系診療科の結果は、図表3－43のとおりであった。   

小児科は、A病院を除き、赤字であった。   

ただし、B病院およびE病院における小児科は外来部門のみであった。  

図表3－43 内科系三次配賦結果  

（患者1人1日当たり（医業費用および医業外費用）／（医業収益および医業外収益））  
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但し、アルファベットは、病院名を表す。  
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②外科系   

外科系診療科の結果は、図表3－44のとおりであった。   

ただし、D病院の外科は外来部門のみであった。  

図表3－44 外科系三次配賦結果  

（患者1人1日当たり（医業費用および医業外費用）／（医業収益および医業外収益））  
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但し、アルファベットは、病院名を表す。  
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3．2．1．5．収支計算例  

（1）入院・外来別の診療科ごとの収支計算例（全体）  

全病院（計8病院）に対する入院・外来別の診療科ごとの収支計賃を行った（図  

表3〔45）。  

各計算結果は、施設全体の収益額を100とLた場合の割合とした（数値）。  

さらに、診療科別の収支構造を明らかにするため、各部門による項目別部門合計  

への寄与率を計算した（カツコ付数値） 

ただし、各項目の割合は、各病院について計算した割合に対し、さらに全病院に  

ついて単純平均値を算出したものである 

よって、病院の特性を含んでおらず、計算例とした 

図表ニト45に示したとおり、入院部門は施設全体の医業収益の約7割、外来部門  

は約3割を占めた。医業費戸別こついては、入院部門が約7割、外来部門が約3割で  

あった。   

医業利益については、入院部門で2．8％の黒字、外来部門で1．9（‰の赤字であっ  

た。   

診療科別にみると、入院部門では外科が0．9％）の黒字、循環器科、小児科、産婦  

人科が0．8％の赤字であった。外来部門では内科が2．5％の黒字、整形外科が1．0％  

の赤字であった。   

医業利益および医業外利益の合算値については、入院部門で3」％の黒字、外来  

部門で1．的ムの赤字であったく、   

診療科別にみると、入院部門では外科が0．9（％の黒字、小児科が0．8％の赤字で  

あった。外来部門では内科が2．5（H，の黒字、整形外科が1．0％の赤字であった。  
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第3章  

図表3－45 三次配賦で得られた診療科別の収支計算例（∩＝8）  
（上段：施設全体医業収益額を100とした場合の各項目の占める割合）   

（下段：項目別部門合計を100とした場合の各部門の占める割合）  

（入院）  

∴註次配賦 ↑ 
1∴  

内科乙、  → ■  ●■  ゎ  呼吸線材  ご削ヒ●糾  ー・・こ＝二二    ′．二、外呼1’・r  豪療病  ノ破戒・攣等外料  崩沖線外陪  呼吸糟外科   

】医業収益  12】   22      4d  19  葛a  了7   ¶9   7D   04  

（】Zl）   十II十  （Z2）  （〕〕）  （5ヱ）  （46）  （19）  （8呂）  （77）   （09）  （70）  （D4）   

江 医業曇用  11P   tq    37  〕9      7ワ  7l   0邑   d7   04  

（】20）   （15）  （21）  0つ  （39）  （54）  （Z8〉  （88〉  （72）   （08）  （d8）  （n4）  

l‖一寸貴   Zd   02  Dう  D声  DT  Z〕  D2  †h   

（1Jり   （D刀  （15）  （コ6）  （ユ1）  （106）  （11）  （04）  口Z）  叩5）  

2i合与貴   6．2   17   0】  

（】l乃   研  （2二”  り1）  t4j）  （1引  （〕2）  （計¶  （6Z）   （け9）   d刀   0～  

3 重代貴   0†   Dl    02  8〕  02  Ol  0】  ロ1   80   DO  

（91）   （20）  （1呂）  （〕9）  （4つ  （‖）  （2Z）  （49）  （～2）   （07）  （～～）  

4さ呈博聞保嚢  
02  02    Dヰ  0～  D4  D9  08   Dl  口7   OD  

（‖j）   ★Jl十  （ヱ0〉  （49）  ∴十十十  く4き）  （〕9〉  （丁タ）  72）   （08）  （d〕）  （0〕）  

5研究研帽景   Ol   00 00 00 00 00 00 00 OD 00  DO  0口  

匹   

61王女  
02  05  口5   01   q5  

（】〕1）   （2】）  国  （4】）  （09）  ロ6）  （0イ）  

7 t堅陣対象外涌員睨寄島担苔亭  山   08   DO   00   00  

∴†J十   し†9＋  （2乃  （〃0〉  （44） （りヱ）    （5り  （d5）  （8り  り占）   （〕占）  

8 本部西己賦貴   02   0［l  DO    00  DO  00  Ol  DO   ロロ  
（2月2）   （口D）  （5〕）  （OD）  （DO）  （70〉  （口Z）  （151）  （101）   （09）  （151）  （0ロ）   

Ⅲ 医薬利生（Ⅰ－8）  OZ   04  01  －0」I    08  ・OB  01   00  

（208）  （4】0）  什‖）  ・（41q）  り174）  ー（糾〕）  ▼（917）  （18】9）  （dOつ）   （‖d）  （〕〕乃  （06）  

0ヱ   Ⅳ 医業外収益  ロロ  ロロ  ロl    ロ】   Ol  81     ロl   口i   8ロ  DZ  けけ  
（】41）   （l岩）  （Z5）  （70）  （79）  （5つ）  ←ヰナ十  （8q）  （79）   （川）  （104）  （ロ〕）   

∨ 医薫外暮用  8ヱ   0（】  00  巾「  Dl  小1  00  0】  01   DO   Ol   OD  

（201）   （1〕）  （19）  ★Il十  （う0）  （7ロ）  （18）  （】D9）  （84）   （＝  （1〕0  （02）  

Ⅵ 医業利益及び医業外科宝（皿＋Ⅳ－∨）   82   n4    02    bl    いl     ・07  ・0邑  D9  Dd   Dl   OD  

（Z83） （10う）・（196） （916）     イ483）  （500）  （615）  （】g））   （了l）  （224）   （05）  

三牒廊駕ト 

も鼻血曽外相  小魚外科  ′∬■拷′′  ′・－－  鹿げ人海  血涙ニ  ニ；ノ率二′テ  耳■いんこうミニ ′象℡■壇個  粗銅岬  こ・・シ・・  リウや資材  リ十＼どり▼－ ∴シ⇒ンd∴㌧  元町   

Ⅰ医業収監  OZ  01  〕〕  〕う  0）  lZ  q4  Ol  1丁   01  70］l  

（22）  （02）  （Dり  （】〕）  りi）  （0う）  （lコ）   （12）  （q4）  （けり  （1了）   （nl）  （¶ユ）   

□ 医書費用  15  0］  Ol    ■l  89  OI    09   Dl  675  

（44）   （09）  （ロ5）    （D9）  （D5）  廷81）  

lけI斗－   □9  0】  00  D7  84  00  Dl   Ol  0［】  0【】  01   口D  liZ  
（4Z）  （0】）  （〔川）    （19ノ  ロ卵  （ロり  OZ  

Zi昌与井   Z9   0〔）   01  う†～  

（08）   （0¢）  虹三）  

3卓絶曇  
nD  D（】  

＿＿＿堂刀  （02）  ＿＿嬰ユ）   （08）  （05）  叩】）   （Dq）   ＿＿」旦さ）  

4J呈伽関係費  00   01    0」   q8  D】  Ol   

（lロ）  （8ブ）  ぐ8り  り）〉  （45）  （82  （0，  （】2）   D8）   （Dり  r（）8）   

5研冥横幅丑  DO  00  Dロ  00  00   0］  

（1Z）  （OZ）  （0り  （コつ    （こ＝  叩～）   叩占）  ー▼〔空ノ）  

8建書  
OD  PO  G2    ロD  00   〔l  DO  J†  ロ】  OD ヰ7  
（0ヨ）  （ロり  （】8）  （q8）  （DZ  （D刀   （8呂）  （ロ写）  （ロ1）  （ロ8）  

丁控除対象外i自書枕帯負担書！   DO  0ロ   0口   

rl■乃  〔09）  一口2）   （10）  （〕6）  （00）  （D〕）   〔14）  rO5）  （OD）  些口）  け＝）  

8 本部婚己賊嚢   0〔l  0□  □8  DD  OD  00   nO   0（）  

（OD）  （DO）  （0口）  （41）  （フ〕）  （0コ〕  （＝））   （8乃  （00）  （01）  （Z2）   十い†十  （9u5）   

皿【云菓利闇（Ⅰ－1）  DJ  ・Dl  0．l  0ロ  08  01  ub   02  口2  OD  8写   Dヰ  Z8  
け川）  ▼（119）  ∵††十  ー（49）  イ901）  （7d）  （6Zて〉  （274） （170）   （Zさ）  （857）  ・（dld）  （］】了0）  

Ⅳ 医兼外収是  nO  ロ0  00    【）1    0】    00  OD  OO   00     Dロ     00  DO  14  

（D】）  （8】）  （01）  （】2）  （61）  （0〕）  叩8）  （ト〕）   （0ち）  （00）  （□5）   （ロ¶  （8i8）   

∨ 医業外曇用  00  OD  け口  00  00  qD  OU   DO  DD  口8  OD   口8  OSl  
（02）  （D2）  （0】）  （】～）  （〕6）  （OZ）  （14）   （04）  （04）  （DO）  （15）   （00）  （gd6）  

Ⅵ 医薫別急及び医業外川慈（Ⅲ◆Ⅳ－V）  07  ーDl    Dq  ．07    □d   0】  －01  ロD  08   
山      向            ーD4     1疇    （44刀  （呂0）  （〕d）  ・（lつ  イq8り  （1乃  （j66）  （172）  （94）  り））  （498）  （2〕d）  （ZZD¢）   

66   



第3章  

タl潔欄伊｝∵  

内斡  ■●∵ ・  ．神加斗  ■こ‖‘き：  潮は掴  璃磯頚繊  ∴ノ㈹杓  ′、外輪  聖形外輯  痴蔵・大智外科‘  脳什機外斡  呼吸彗外科  

l医業椚益   
（91）   （ご；J‡（呂三，と（ニ…，    u 十十し十  （ごニー！（ご…）5 r…」j（さ…）  （－（）  

Ⅲ 医業讃用   d7   0j ＝lj コ呂  
〔5日1 rOlユ 沌11〔11、－（ヱ8〕  川91   

ld  （ll  □11 1）i   uコ   01        Od  D〕   

（61り 

ヨ弓引托竜  

4ま長原蘭仕草  

・i・・・・一・」   

61≡衰  

丁控！喋対象外摘発規準良†塁那 日本酢自己随員  

lりI†専           L）i                 U】 川5）  Dl      2i呂与最     （uJ）（【トi）（1】▼⊥リ 皿 票こト計：喜打昔1        一謂一票ミ   Ud 111）  （lり  （U  ＝            D】Dl rl〕）（18 Dt（）l 川亡1（12 00t】0 叩「（ln     ロ 匂 D 0） D 0）          皿 （21）  由 匹          DD 四  nO 瓢             01 （ココ）  01  t〕U 〔11 U り0） 川丁）（ll）（0     山 D）   DO        UU   ＝≧   UU   O0   0r）  00      凸O     DO   山  UD  ロ  D   （63）    〔じ′j）   （U〕）∃  （lI） （18）    （d4）  （2ロ）  r2¶  （121  （U〕）  （u〕）  ‖］  田   皿  山   
On  00 

／i十l   1日l） （00）   「02）  川ヱ、〉  （06）  り□）   川     01  

出 直某日慧しt一Ⅲ）   
b4  

皿 （ヱ了1ユ  芸」（ヨ？    （ヰb6  りコ ＝7コ  ⊥㌫Lぷ   LJL岩  （1㍊ （、ご：」ィ三7j）イ呂     d 四  

Ⅳ 医業外蝦志   
on 

l                       l●        こ        D［ ＝】  〔ヲ0） r，（      D）   

∨ 医葦外塁間   l                ・              l■                                      l             8 D）  

心単血甘列科  小児外科  蜘綺  ひ姦琴海l榊云綽  和人長  牒挿㌢l慧浩志－   劇南海  一議議－tノウふ．掬   リハビリテー シヨ㌧‘拍  外索敵  ∴由仁   

l医れ叔竃  
D】  D5  05  

り1 川j、  口u ‥川1  （3；，i（；‘ニ、しぶ    沌ユ1  10‘ り口1   〔ni）  0ヱ （Uコ〕  ∴J」 十い」十†  〇i （uラム）   川1）  Z9丁 （竺「  LOOO リリl川）   
n 医業1用  

†llト■  n】 （OL） リ） （0？1  ー」ヱL ＝ （ロコ）」」リ   4三 17 1ヱ1（LT）       」L還；， rご；    11d （〕！＿カ う4  99l （ニl【IUC：         こ d     Ul      t＝〕  ロコ （n冗1  OD 膵＝   」†十 （川nO）   

6招書  岬〇、 口0  

7！き陳対象外′自書枕事負担調  

8 事郡自己l武義  ′  外来箭門、‡                                 l                                                                                                                                      ごl言与最   On  r〈‡苛▲■VL崇 ＝」）（】q、）   1  「1∩   し19  コq 川dl  tD41      棋里  ＝邑 （l聖上  3 毛湘1   」Il ＿旦旦 uO   （誓▼リ 山 用D）    ロコ 璽   二Ⅱ＝云ミミ二    臼   Dl】 00 （05）（Ul   nl   14）   n r4dワ1  5「 り□UC）  ヰ！全編何様嚢    ～吾丁‾■‾霊丁▼、汀1‡－ごご）r7…）L 呂三、       ロロ 叩11  口1 0rl 10U）l（nll   nl 拍机  u ご9b）  l11 （川ODl    5 研買研Il只   用   ど或 凹 、：芭計   UOUuOUUOuD    川1  〕8   （0〕）    00   （U盲1      」社或  b   uU 耶 nC （01） 0□ 川2） llq rDl〕  じl 十う／十 lb 一三う11 Ol 十∴十り＋  ＋1 りn上川1 b】 」堅Lり 姐 （】ひUOJ           古丁 川口  凹 〔け4）  で㌃て，  〔10 （lさ1  〕0 川コ）        ㍊ √ぷ－   
Ⅲ 良策和白（Ⅰ〉‡）  L1∠ Ul ilりへ（11   （，：；、L（～ご㍊t云て：，L（iごご）1（よ7ご－ r；ご言）」（冒こ）（㍊L、。、呂ミ，』          （2Jニ）L川】ごご）  

T  

●・・   ∪J「 （ロnl（OL、   ●           ■   ・】  ＼／民j■舛毒弼   D8 r〕0 （OG）r「1l    山 （U，）  （？7′ 一見りミ∑、．？？（呂：、1r呂7）√呂ご）罠一」罠⊥．㍑‖。こ呂、   
で㌃」誉「謡「霊「一「 ‾   

、「良一㍍「妄言㌫這i蒜㌫㌦て1   ∴詔〉「霊丁1皇訂、」甘「汀汀∴誉詔∴訂志   

67   



第3章  

（2）入院・外来別の診療科ごとの収支計算結果例（200床以上）  

200床以上の病院（計5病院）についてのみ収支計算を行った。   

図表3－46に示したとおり、入院部門は施設全体の医業収益の約7割、外来部門  

は約3割を占めた。医業費用については、入院部門が約7割、外来部門が約3割で  

あった。   

医業利益については、入院部門で3．9％の黒字、外来部門で4．0％の赤字であっ  

た。   

診療科別にみると、入院部門では外科が1．3％の黒字、小児科が1．4％の赤字で  

あった。   

外来部門では内科が0．7％の黒字、整形外科が0．9％の赤字であった。   

医業利益および医業外利益の合算値については、入院部門で4．7％の黒字、外来  

部門で3．8％の赤字であった。   

診療科別にみると、入院部門では消化器科が1．5％の黒字、小児科が1．3％の赤  

字であった。   

外来部門では内科が0．7％の黒字、整形外科が0．9％の赤字であった。  
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第3章  

図表3－46 三次配賦で得られた診療科別の収支結果（200床以上 ∩＝5）  

（L段：施設全体医業収益額を100とした場合の各項目♂）占める割合）  

（下段：項目別部門合計を100とした場合の各部門の占める割合）  
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．三次配綾 
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第3章  

（3）入院一外来別の診療科ごとの収支計算結果例（200床未満）  

200床未満の病院（計3病院）についてのみ収支計算を行った。   

図表3－47に示したとおり、入院部門は施設全体の医業収益び）約6割、外来部門  

は約4割を占♂）た。医業費用については、入院部門が約6割、外来部門が約4割で  

あった。   

医業利益については、入院部門で0．3％の赤字、外来部門で2．69f，の黒字であっ  

た。   

診療科別にみると、入院部門では産婦人科が1．叩く〕の赤字、内科が1．4％の黒字  

であった。外来部門では整形外科および産婦人科が1．4％の赤字、内科が6，7％の  

黒字であ／〕た。   

医業利益および医業外利益の合算値については、入院部門で0．5（％，の赤字、外束  

部門で2．5％の黒字であった。   

診療科別にみると、入院部門では産婦人科が1．4％の赤字、内科が1．3％，の黒字  

であった。 外来部門では整形外科および産婦人科が1．4％の赤字、内科が6．6％、の  

黒字であ／）た（－  

図表3－47 三次配賦で得られた診療科別の収支結果（200床未満 n＝3）  
（l二段：施設全体医業収益顆を100とした場合の各碩Rの占める割合）  

（下段：鳩F川ほi；門合計を100とした場合の各部門の占める割合）  
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3．2．2．等価係数作成結果  

3．2．2．1．診療報酬点数表区分別等価係数一覧表   

1用り†ロト）窟料締Jの資料4を参賢け）こと。  
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